




















































































































































した。高分化型類内膜腺癌との合併を認めた例が1例で、APAM of low malignant 
potentialを指摘された例が1例あった。この2例を含めた3例ではAPAM診断後に子
宮摘出した。他の1例は経過観察の方針となったが、TCR後4か月の内膜組織診で
G1の類内膜腺癌を認め、子宮摘出を行った。子宮摘出を施行した4例で再発は認め
ていない。【考察】上皮性・間葉性混合腫瘍に属する良性疾患とされているが、高分
化型類内膜腺癌との鑑別が必要な場合があり、また合併も知られている。APAMの
高分化型類内膜腺癌との合併率はこれまでに8.8-17.2%と報告されているが、当院の
悪性腫瘍の合併率は66.7%と高率であった。APAMから離れた位置に類内膜腺癌が
合併することもあり、TCRでの保存的治療を選択する場合は、悪性腫瘍の合併に留
意した上で経過観察が必要である。
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体験型図書室オリエンテーションのアンケート結
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【はじめに】伊達赤十字病院では毎年4月に新入職員に向けて図書室のオリエンテー
ションを実施している。司書としての関りは、2012年に看護師教育担当者からの依
頼で新人看護師図書室研修を実施したことからの始まりである。現在は看護師のみ
でなく全職員の新入職員に対して行っているがその紹介と、現状の評価に関し報告
する。【方法・成果・課題】研修の内容は、図書室の紹介や業務内容と取組を知ること、
利用法と的確な文献検索を身につけることを目的としてプログラムを組んだ。プロ
グラム前半はデーターベースを使っての検索指導と図書室の利用について指導した。
後半は図書室の作業体験を取入れ、外部からは仕事内容が分かりにくい図書室の仕
事を体験してもらいその内容を理解し、利用の意識改善に繋げる目的で行った。オ
リエンテーション終了後に6つの項目についてアンケートを実施した。2016年度と
2018年度のアンケートの結果や終了後の感想を比較し、成果と問題点から今後の課
題を検討した。主な成果としては、利用者増と看護研究の支援及び利用の意識変化
が見られた。また課題として指導内容の偏りと時間配分への工夫が必要と感じた。【ま
とめ】今回の検討から、オリエンテーションに必要なことは「楽しむ」「知識」「理解」
の3点が重要であると考えた。オリエンテーションは個々の工夫や試みにより様々な
かたちがある。利用者に、「楽しかった！また図書室に来たい」と思われる利用者教
育をこれからも実現していきたい。
